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08年3月期　決算説明会 プロフィール

商 号 ： 株式会社 タチエス

本 社 ： 東京都昭島市松原町３－３－７

設 立 ： １９５４年
 

４月

資 本 金 ： ８１億４５百万円

売 上 高 ： ２，６５２億円（連結）

社 員 数 ： ５，７００名（連結）

株 式 ： 東京証券取引所 市場第１部

事業内容 ： 自動車シート製造業
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08年3月期　決算説明会

主な取組み

ご説明内容

当社の概要当社の概要当社の概要当社の概要当社の概要事業環境

決算説明

めざす姿
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08年3月期　決算説明会

国内市場は‥、

多数の小規模会社が混在

欧州市場
１３，０００億円他 北米市場

２０,０００億円

他

シート業界の概要

国内では‥
■ シート市場は

 
７０００億円程度

●シートメーカーは

 
１４社

●多数の小規模会社で

 
団子状態

海外では‥
■ 北米市場は 国内の３倍規模

●ＢＩＧ-２

 
（ＪＣＩ

 
・

 
ＬＥＡＲ

 
・

 
他）で‥

〝

 
市場を寡占

 
〟

■ 欧州市場は 国内の２倍規模

●ＦＳＡ

 
と

 
米系（Ｂ-２）の

 
３社

 
‥

〝

 
市場を寡占

 
〟

Ｊ Ｃ Ｉ
Ｆａｕｒｅｃｉａ

ＬＥＡＲ

Ｊ Ｃ Ｉ ＬＥＡＲ

グラフは各種資料を基にしたイメージ図です

大手5社

国内市場

７０００億円

世界市場は‥ 数社で 寡占化
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08年3月期　決算説明会

主な取組み

ご説明内容

当社の概要当社の概要当社の概要当社の概要当社の概要

事業の環境

決算説明

めざす姿
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08年3月期　決算説明会

Ｖｉｓｉｏｎ－２０１０

当社の位置付け

●事業拠点は

 

‥

 

日本・北米が主体

　●技術開発力

 

‥

 

日本・北米では評価
　●事業規模は

 

‥

 

世界市場の３％強
　●事業体質は

 

‥

 

日本主導型

スタート時での姿

めざす姿

めざす姿

アジアのローカル企業

●世界の主要市場（世界の７０％）で

 
事業展開

‥ 日本・北米・中国・欧州

●技術開発力で業界トップクラス
‥ 世界で評価

●世界で優位に立つ為の事業規模

‥ 世界市場の ５％

●グローバル対応ができる事業体質

‥ 地域自己完結型

グローバル企業の仲間入り

2010年には、「タチエス」から　　　　　　　　　　　　　　へ
Vision -

 
2010Vision -

 
2010

長期 ビジョン

２００５年度 ２０１０年度
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08年3月期　決算説明会 ご説明内容

当社の概要当社の概要当社の概要当社の概要当社の概要

事業の環境

決算説明

めざす姿

主な取組み
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08年3月期　決算説明会

■国内事業基盤の強化

　

 

●アジア地域の 『縫製事業会社 ４社』

 

を統合

⇒ 『ＮｕｉＴｅｃ社』

 

を 設立

　

 

●先端技術（環境・安全）の強化

⇒ 『Advanced Technology Center』 を建設

『長期ビジョン』
 

へ向けた施策

● 北米技術センター拡充
● 欧州技術センター新設

■基幹グローバル事業の整備

■業務提携の強化
●富士機工・河西工業との関係強化

２００５年度 ～ ２００７年度

前期 中期施策 後期施策

２００８年度 ～ ２０１０年度

Ｖ２０１０への〝仕上げ〟の期間Ｖ２０１０への〝仕込み〟の期間

２００５年度 ～ ２００７年度

前期施策

メキシコ事業拡大

中国事業拡大

英国事業に参入

米国事業拡大

カナダ事業に参入

■グローバル事業の〝更なる進化〟

　

■成熟環境へ国内事業基盤を再構築
　●国内事業拠点の見直し・再編
　●国内グループ会社の事業構造改革

Vision -
 

2010

　●前期は 成熟市場に先行投資 ⇒ 収益の刈り取り

　●成長市場（ＢＲＩＣ’s）への挑戦

●中国技術センターの新設

 

⇒ 世界開発４拠点化

中国・武漢事業に参入

国 内（東京・愛知） 仏 国米 国 中 国（福州）

■業務提携の深化
　●業務提携先との提携効果の具現化

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
■ 骨格部品の進化（その目的）
①機構部品は、当社のシートフレームを構成する重要な部品と　　　　　　　　　 位置付けている・・・
②QCDにおいてグローバル競争力のある骨格・機構部品（タチエス開発：標　 準フレーム＋FKK開発：RECL+ SLIDE ）として、得意先に提供し、収益に　 貢献する。
③その為に、 FKKとタチエスとの業務提携を更に強化する。　　　　　　　　　　 具体的には、タチエスのフレーム開発部隊と、ＦＫＫ シート開発部隊で　　　 共同開発体制（シート事業部制）を構築し、今まで以上に一体感のある　　 体制を目指す。
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08年3月期　決算説明会

北米地域日　本

開　発

・技術センター

 
　　　（福州）

シート組立

・鄭州泰新
・広州泰李
・武漢泰江

縫製部品

・泰極太倉

・泰極広州

機構部品

・広州富士機工

開　発

・ﾀﾁｴｽ

 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

 

U.S.A．

シート組立

・ｼｰﾃｯｸｽ
・ｼｰﾃｯｸｽ　ｶﾅﾀﾞ
・ﾀｯｸﾙ

 

ｼｰﾃｨﾝｸﾞ

 

U.S.A.

・ｼﾝﾃｯｸ
・ｲﾝｻ

 

ｱｸﾞｱｽｶﾘｴﾝﾃｽ工場
　　　　　

 

ｸﾞｱﾀﾞﾗﾊﾗ工場
　　　　　

 

ｸｴﾙﾅﾊﾞｶ工場（ｼﾊﾞｯｸ）

縫製部品

・ﾃｸﾉﾄﾘﾑ　 ﾗﾓｽ工場
　　　　　　　　

 

　ｻﾙﾃｨｰｼﾞｮ工場

　　　　　　　　ﾓﾝｸﾛｰﾊﾞｰ工場

・ｲﾝｻ　　　　　ｻｶﾃｶｽ工場（縫製工場）

機構部品

・ﾌｼﾞ

 

ｵｰﾄﾃｯｸ

 

U.S.A．

開　発

・ﾀﾁｴｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
　ﾖｰﾛｯﾊﾟ

シート組立

・ﾀｯｸﾙ

 

ｼｰﾃｨﾝｸﾞ

 

UK

グローバル事業展開

開　発

・技術センター

　

 

（東京/愛知）

　シート組立

　　　・愛知工場

　　　・武蔵工場

　　　・青梅工場

　　　・栃木工場

　　　・平塚工場

　　　・鈴鹿工場

　　　・追浜工場

　　　・錦陵工業

縫製部品
・NuiTec  秋田工場
　　　　　

 

名古屋工場

機構部品
・富士機工

 

鷲津工場

　　　　　　　

 

新居工場

　　　　　　　

 

本庄工場

その他

　３社

生産拠点 １２
開発拠点　１

北米地域日 本
生産拠点 １６
開発拠点 　２

中国地域
生産拠点 ６

開発拠点１

欧州地域
生産拠点

 

１
開発拠点

 

１
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08年3月期　決算説明会 ご説明内容

当社の概要当社の概要当社の概要当社の概要当社の概要
事業の環境

めざす姿

主な取組み

決算説明
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08年3月期　決算説明会

当期の実績
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08年3月期　決算説明会

連結事業単体事業

４４％

ホンダ

日 産
３１％

トヨタ
１２％

１０％
３％

その他
三 菱

２，６５２億円２５％
ホンダ

日 産
３１％

トヨタ
２２％

１７％
三 菱

５％

その他

１，４６０億円

売上高の構成

２００７年度

 
実績
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08年3月期　決算説明会

０６年度 ０７年度

　　

 
売

 
上

 
高

 
１,４６０億円

 
（前期比

 
＋ ２３１億円

 
　

 
＋ １９ ％）

営業利益

 
２２億円

 
（前期比

 
＋ １６億円　

 
＋ ２６２ ％）

経常利益

 
２６億円

 
（前期比

 
＋ １２億円　

 
　＋

 
８０ ％）

当期純利益

 
１５億円

 
（前期比

 
　

 
＋ ５億円　

 
　＋

 
４１ ％）

売　上 利　益
１,４６０億円

１,２２９億円

＋２３１億円

１,２００

０．０

１０．０

２０．０

１,４００

１,０００

（億円）

単体事業

：
：
：
：

３０．０

増収増益増収増益

当期の実績

＋１４

＋２６

＋１０

＋１５

＋６

＋２２
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08年3月期　決算説明会

０６年度 ０７年度

　　　　売　上　高　　２,６５２億円

 
　（前期比

 
＋

 
４８３億円　　

 
＋２２ ％）

　　　　営業利益

 
　　

 
　　３６億円

 
（前期比

 
＋

 
３８億円　　　

 
　　

 
－

 
）

　　　　経常利益　　　　　３９億円

 
（前期比

 
＋

 
３３億円　

 
＋５７１ ％）

　　　　当期純利益　　　

 
２１億円

 
（前期比

 
＋

 
２６億円　

 
　

 
　　

 
－）

当期の実績

２,６５２億円

２,１６９億円

＋４８３億円

２,０００

２,５００

△５．０

０．０

２０．０

３０．０

１,５００

売　上 利　益

（億円）

１０．０

連結事業

：
：
：
：

４０．０

増収増益増収増益

＋６

＋ ３９

＋ ２１

△５

△２

＋ ３６
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08年3月期　決算説明会

業績変化の要因
連結・前期比
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08年3月期　決算説明会

０７年度

売 上 高

０６年度

２,６５２億円２,１６９億円

連結・前期比 （億円）

中国事業

 ＋６８億円北米事業

 ＋１７８億円
国内事業

＋２３４億円

欧州事業

 ＋３億円

＋４８３億円

業績変化の要因
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08年3月期　決算説明会

０７年度０６年度

当 期 純 利 益連結・前期比

業績変化の要因

＋４.１

＋１０.９

0 ＋７.５

＋３.５

（億円）

△５億円 ２１億円＋２６億円

国内事業

北米事業

中国事業

持分法適用事業
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08年3月期　決算説明会

今後の見通し
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08年3月期　決算説明会

０７年度 ０８年度

　　　　売　上　高　　　１,４３０億円

 
（前期比

 
△

 
３０億円　　

 
△

 
２ ％）

　　　　営業利益

 
　　　　

 
　１８億円

 
（前期比

 
△

 
４億円　△

 
１９

 
％）

　　　　経常利益

 
　　　　　

 
２４億円

 
（前期比

 
△

 
２億円　

 
　△

 
７ ％）

　　　　当期純利益　　　　

 
１５億円

 
（前期比

 
０億円　

 
　△

 
０ ％）

売　上 利　益

１,４３０億円
１,４６０億円

１,４００

０．０

１０．０

２０．０

１,５００

（億円）

単体事業

：
：
：
：

＋２２
＋１８

＋２６ ＋２４

＋１５ ＋１５

３０．０

１,３００

１,２００

△３０億円

今後の見通し
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08年3月期　決算説明会

０７年度 ０８年度

　　　　売　上　高　　　２,５４０億円

 
　（前期比

 
△１１２億円　　

 
△

 
４ ％）

　　　　営業利益

 
　　　　　

 
４０億円

 
（前期比

 
　　＋

 
４億円　

 
＋

 
１１ ％）

　　　　経常利益　　　　　　５０億円

 
（前期比

 
　＋

 
１１億円　

 
＋

 
２８ ％）

　　　　当期純利益　　　　

 
２８億円

 
（前期比

 
　＋　

 
７億円　

 
＋

 
３３ ％）

今後の見通し

２,５４０億円
２,６５２億円

２,６００

２０．０

４０．０

５０．０

２,２００

売　上 利　益

（億円）

　３０．０

連結事業

：
：
：
：

２,０００

２,４００

△１１２億円

＋ ２８

＋ ２１

＋ ３６

＋ ４０
＋ ３９

＋ ５０
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08年3月期　決算説明会

業績変化の要因
連結・今期比
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08年3月期　決算説明会

売 上 高

業績変化の要因

連結・来期予想 （億円）

その他

△ ２億円

０８年度０７年度

２,５４０億円２,６５２億円

国内事業

△１９億円
北米事業

 △ ９１億円

△１１２億円
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08年3月期　決算説明会

０８年度０７年度

２１億円 ２８億円

当 期 純 利 益連結・来期予想

業績変化の要因

（億円）

＋２.０

＋１.７

＋１.４

0

＋７億円

＋０.７

＋１.１
国内事業

北米事業
中国事業

欧州事業
持分法適用事業
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08年3月期　決算説明会 配当政策

310394
348

0

100

200

300

400

百万円

0

2

4

6

8

10

12

０５年度 ０６年度 ０７年度 ０８年度計画

円

1株当り配当額

配当総額

　　　　　

 

　　　　　

■配当総額推移

株式分割　１：1.3

実質３０％

 

増配

上場 及び 米国進出

 
20周年記念配当

 ２円

5

5

5

1

5

1

中間配当

期末配当
5

5

373

６

６

普通配当

 ２円

 

増配予定

安定配当の継続

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に配当政策について若干触れさせて戴きます。当社は安定配当を基本に、節目、節目で記念・特別配当を行い、年間10円の配当を実施してまいりました。05年3月期からは、普通配当を年10円に引き上げ、05年5月に実施した株式分割により06年3月期は年10円配当継続により、実質30％の増配といたしました。07年3月期は、東京証券取引所への上場と米国進出20周を記念して2円増配し、年間配当12円を予定しておりますので、20%の増配となります。
　連結配当性向は04年3月期9.5％、05年3月期6.1％となっておりますが、将来の収益源である海外事業展開による資金需要、損益への影響等に配慮しながら、今後は連結配当性向の向上を目指した、配当政策を検討してまいりたいと考えております。（クリック）（青いTACHI-S）
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08年3月期　決算説明会 設備投資

■国内外・連結設備投資

国内

海外

0

20

40

60

80

億円

０５年度実績 ０６年度実績 ０７年度実績

６４億円

４７億円

４２

２２ ２２

２３

３２

100

３４

１２

０８年度計画

● ０８年度は、通年並を予定しています。

● 今後は、国内・外の事業基盤の整備に向けて‥

積極的に 投資を予定しています。

２５

４６億円

５６億円



決算情報



27

08年3月期　決算説明会

タチエスパーツ 立川発条

富士機工 錦陵工業

08年3月末時点

１．連結範囲と為替
 

連結範囲

タチエスサービス

TSデザイン

シーテックス

テクノトリム フジオートテック

 

U.S.A.

シンテック

インサ

泰極太倉

広州富士機工
鄭州泰新

広州泰李 泰極広州

英国

タチエス

 

エンジニアリング

 

ヨーロッパ

タックル

 

シーティング

 

UK

タックル

 

シーティング

 

U.S.A.

タチエス

 

エンジニアリング

 

U.S.A.

シーテックス

 

カナダタチエス

 

カナダ

米国

中国カナダ

国　 　 
内

国　 　 
内

海　 　 　 
外

海　 　 　 
外

会
社

関
連

子
会
社

子
会
社

関
連
会
社

連結対象会社連結対象会社 非連結会社非連結会社

中国

米国

2020社社 66社社

メキシコ

フランス

：子会社 ：関連会社

Nui Tec Corporation 他

中国

中国

（点線）：前期より対象

日新工業所

（二重）：今期より対象

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連結範囲でございますが、まず、国内についてご説明いたします。
国内は、子会社９社、関連会社２社で構成され、うち、連結対象会社は、ご覧のとおり、持分法適用の関連会社２社を含め、６社で構成されております。
次に海外でございますが、子会社１１社、関連会社６社で構成され、うち、連結対象会社は、持分法適用の関連会社３社を含め、１１社で構成されております。
前期と比較いたしますと、ビジョン2010実現に向けたグローバル事業展開のため、新たに３社の関係会社を設立しておますのでご紹介いたします。
画面上でオレンジ色で表示しておりますのが新設会社でございます。
まず、日産向けビジネスとして「タックル シーティング ＵＳＡ」を米国に、「タックル シーティング ＵＫ」を英国にそれぞれ合弁で設立いたしました。
これにより、一昨年１２月に中国広州に設立済みの「広州泰李」とあわせ、米・英・中で新たな日産向けビジネスを確保し、操業開始に向け準備を進めております。
また、中国におきましては、広州にシートトリム製造会社「泰極広州」を設立いたしました。これにより、一昨年、富士機工殿と合弁で設立した機構部品製造会社「広州富士機工」とあわせ、広州での部品事業拠点の充実も図っております。
なお、欧州事業の拠点である「タチエス エンジニアリング ヨーロッパ」並びに「タックル シーティング ＵＫ」は、重要性が増したことから、当期より新たに連結範囲に含めております。
これらにより、当社の事業グループは、国内関係会社１１社、海外関係会社１７社、合計２８社となり、このうち、連結対象会社は持分法適用会社５社を含め、１７社で構成されております。
なお、来期の連結予想に際しましては、中国広州地区での事業が開始されますので、 「広州泰李」 「泰極広州」 「広州富士機工」 ３社を連結対象に加えております。従って、来期は２０社が連結対象会社となります。
＃＃＃



28

08年3月期　決算説明会

US $ １円の為替変動による影響額（09年3月期）

売上高
 
785百万円

当期純利益
 

6百万円

１．連結範囲と為替
 

為替の推移

05/03 06/03 07/03 08/03 09/03（予）

US $ 107.60 113.93 116.96 113.80 100.00
Mex $ 9.31 11.11 10.99 10.34 10.00
EUR － 138.13 150.95 162.26 160.00
RMB ¥ － － 14.54 15.48 14.50

（単位：円）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に｢為替｣ですが、ご覧のとおりでございます。
当期は、ＵＳドル、メキシコペソとも、前期に対し円安に推移したことから、売上高で６０億円、当期純利益で約６千万円のプラス影響となりました。
来期の予想為替レートは、ご覧のとおり、USドル １１５円、ﾒｷｼｺﾍﾟｿ １０円、ユーロ １４０円、元 １５円と設定しております。
なお、USドルが１円変動いたしますと、その影響は、ご覧のとおりでございます。
海外との直接取引が少ないこともあり、為替による連結決算への影響は、北米における米国とカナダ・メキシコとの営業及び為替取引と、連結決算手続き上の為替換算差額に限定的に発生致します。
それでは、決算内容の説明に入らせていただきます。
資料？？をご覧ください。
＃＃＃
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連結売上高 単体売上高

２．売上高の推移

億円

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なお、これからの説明では事業年度につきまして
０５年３月期 を 前期
終了した事業年度の０６年３月期 を 当期
この４月から既にスタートしております事業年度
０７年３月期を来期  と表現させていただきます。

「売上高の推移」でございますが、連結、単体を表示してございます。
当期は連結・単体ともに過去最高を更新しております。
連結売上高は、毎期順調に増加し、当期は前期比271億円増加の2,107億円と、始めて2,000億円を突破いたしました。
しかしながら、来期につきましては、1,950億円、当期比約158億円の減少を予想しております。
詳細につきましては、次でご説明いたします。 
＃＃＃
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２．売上高の推移
 

得意先別売上高（連結）

23%

22%

13%

13%

15%

国内での増加とカナダ子会社の通期の寄与

億円

27%

30%44%
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56%

13%
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1,837

10%

5%

5%

5%

3%44% 31% 12%

49%

8% 5%

5%

4%

4%

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連結ベースの「得意先別売上高」でございます。
当期は、前期と比較し、ホンダ圏、三菱圏が増加し、日産圏が減少、トヨタ圏は若干減少しております。
特にホンダ圏の増加が顕著でありますが、これは、日本での新規受注車の販売好調によるものと、カナダにおいて、一昨年10月から納入を開始したホンダ事業の売上が当期は通期で寄与したことなどにより286億円の大幅な増加となりました。
また、日産圏の減少につきましては、新規受注車が11月から立上ったものの、既存受注車の販売落込みをカバーできず、全体として減少いたしました。
来期の売上予想は、日産圏では、中国広州での販売が始まることから若干の増加を予想しておりますが、総じて、各圏とも、来期がモデルチェンジの端境期であることから、既存受注車の販売落込みの影響を受け、全体として158億円の減少を予想しております。
＃＃＃
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２．売上高の推移
 

所在地別売上高（連結）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は連結ベースの「所在地別売上高」でございます。
当期は、前期と比較し、各国ともそれぞれ増加しておりますが、特に顕著に増加しておりますのは、日本とカナダでございます。
先ほどもご説明いたしましたが、日本では、新規受注車種の販売好調などにより1,241億円と96億円増加、カナダでは、前期10月から納入を開始したホンダ事業が、前下期の販売水準に比べ落込みはありましたものの、当期は通期で寄与したことから、326億円と116億円増加しております。
なお、当期から欧州地域の開発拠点及び統括会社である「タチエス エンジニアリング ヨーロッパ」を連結子会社に含めたことから、フランスを新たに追加しております。
来期の予想につきましては、先ほどご説明いたしましたとおり、中国広州で販売を開始することから、中国で23億円の売上高を新たに見込んでおりますものの、日本でのモデルチェンジの端境期による影響や、北米での小型車・大衆車へのシフトなどの影響により、日本・米国・カナダともに減少を予想しております。
なお、連結計算時の為替換算の影響につきましては、ぞれぞれの地域に含めておりますが、トータルでは、当期は、前期に比べ約60億円のプラス影響、来期は当期に比べ、約8億円のマイナス影響となっております。
次に、資料？？をご覧ください。
＃＃＃
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営業利益
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百万円

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「営業利益の推移」でございます。
連結営業利益は当期30億円と前期比では7億円減少いたしました。来期は更に減少し、13億円と、当期比17億円の減少を見込んでおります。
詳細につきましては、次でご説明いたします。
＃＃＃
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百万円
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0

（注）「消去又は全社」の項目は全て、「日本」に含めております。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
連結ベースの「所在地別営業利益」の推移でございます。
当期は、日本では、新規受注を中心とした販売好調により、グローバル展開費用の負担が引き続き発生いたしておりますものの、営業利益は約8億円増加いたしました。
一方、米国及びカナダにおきましては、営業利益がそれぞれ7億円程度落込んでおります。この減少要因につきましては、米国では、北米における新規生産拠点向け開発費の先行投資などの影響によるものであり、また、カナダにつきましては、前期は、カナダドル　対　米ドルとの為替変動による影響が大きくプラスに働きましたが、当期はいわば正常に戻ったことから、前期対比では減少となりました。
来期につきましては、当期比17億円減と大幅な減益を予想しておりますが、主な要因につきましては、日本では、売上高減少に伴う影響により約10億円減少の14億円を見込み、米国においては、当期に新設した「タックル シーティングＵＳＡ」の工場操業準備費用の発生や既存事業の売上高減少の影響等により、約4億円減少し、2千万円の営業損失を見込んでおります。
また、中国においても、広州での販売開始に伴い、工場開業準備費用等の一括償却負担により、4億円程度の営業損失を見込んでおります。
＃＃＃
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次は「経常利益の推移」でございます。
連結経常利益は当期44億円と前期比で23億円減少しております。この減少は、主に、先ほどご説明いたしました、営業利益の減少理由に加え、米国「テクノトリム」のビック３の業績低迷による影響や、当期に設立し持分法の範囲に含めた、英国「タックル シーティングＵＫ」の先行開発費及び操業準備費の発生により、持分法投資利益が約20億円減少した影響によるものでございます。
来期予想につきましては、米国「テクノトリム」の回復は見込まれますものの、英国での操業開始に係る費用発生は引続き見込まれ、営業利益の減少影響などにより、17億円減少の28億円を見込んでおります。
＃＃＃
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所在地別経常利益（連結）
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（注）「消去又は全社」の項目は全て、「日本」に含めております。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
所在地別の経常利益でございます。当期は、米国では「テクノトリム」の業績低迷による影響が顕著に表れております。
来期につきましては、米国は若干増加するものの、日本及びカナダの減少に加え、中国の損失が新たに加わり、非常に厳しい予想となっております。
なお、米国・欧州・中国での新たな事業展開に伴う連結経常利益への影響につきましては、当期で約6億円、来期予想では約11億円のマイナス影響となっております。
＃＃＃
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資料？？でございます。
連結当期純利益は19億円と前期比で20億円減少致しました。その主な要因は営業利益・経常利益でご説明致しました通りでございます。
来期予想の連結当期純利益は13億円と当期と比べ6億円の減少を予想しております。
モデルチェンジの端境期による一時的な売上高減少の影響などはございますが、主に、グローバル事業展開に伴う将来の利益確保のための先行投資の一括償却が収益を圧迫しており、我慢の時期と考えており、07年度以降の収益回復に向け努力し、期待にお応えしなければと覚悟しております。
なお、当期から強制適用となりました減損会計につきましては、連結ベースで8千万円を計上しております。
＃＃＃
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４．連結貸借対照表
 

資産

【33億円増加】
売掛金等　　57億円
たな卸資産　18億円

流動資産その他 △62億円

【増減無し】
設備投資 56億円

減価償却 △46億円

【27億円減少】
投資有価証券 △26億円

投資その他 △4億円

(52%)

(28%)

(18%)

(28%)

(15%)

(55%)

億円

(2%)
(2%)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
資料？？でございます。
貸借対照表の主な変化点をご説明いたします。
流動資産では、現金及び預金21億円の増加に加え、売上高増加に伴う受取手形及び売掛金の増加34億円等により前期末に比べ62億円増加しております。
固定資産では、減価償却等による減少要因はありましたが、設備投資47億円の実施や円安に伴う為替換算の影響などにより、前期末に比べ16億円増加しております。
投資 その他では、投資有価証券が評価益の14億円増加や関連係会社への投資及び持分法投資利益等により32億円増加したことなどにより、前期末に比べ41億円増加しております。
＃＃＃
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流動負債

固定負債

少株持分

資本金等

利益剰余金等

４．連結貸借対照表
 

負債･資本等

【51億円増加】
買掛金等 45億円

短期借入金 △14億円
未払税金 7億円

【21億円減少】
当期純利益 21億円

評価・換算差額等

 

△32億円

(44%)

(8%)

億円

(14%)

(29%)

(47%)

(8%)

(5%)

(14%)

(27%)

【2億円減少】
長期借入金 2億円

(4%)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
流動負債では、支払手形及び買掛金の増加22億円に加え、未払費用や設備投資に係る未払金等の増加により、前期末に比べ67億円増加しております。
次に、少数株主持分では、少数株主利益9億円や円高に伴う為替換算の影響に加え、新たに設立した「タックル シーティングＵＳＡ」に係る少数株主持分の計上により、前期末と比べ14億円増加しております。
資本金等では、資本剰余金で自己株式処分差益3千3百万円の計上がありましたが、その他変動はこざいません。
また、利益剰余金等では、当期純利益19億円の計上に加え、為替換算調整勘定21億円の増加などにより、43億円増加しております。
＃＃＃
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08年3月期　決算説明会 ５．設備投資及び研究開発費の推移（連結）
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設備投資 研究開発費
百万円 百万円

うち約21億円

 
はカナダ子会

 
社の取得

新設会社の

 
設備投資等

 
による増加

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後になりますが、連結ベースの設備投資及び研究開発費の推移でございます。棒グラフは設備投資の推移を、折れ線グラフは研究開発費の推移をそれぞれ示しております。
設備投資につきましては、新規受注車やモデルチェンジ車への対応に係る設備や既存設備の更新などが主な内容でございますが、各期の特殊要因といたしましては、04年3月期では、不動産賃貸事業用資産の取得に約30億円、前期では、カナダ子会社の工場買収に約21億円を投資しております。
また、来期は前期比47億円増加の約95億円を計画しておりますが、これは、多くの新規受注車種及びモデルチェンジ車の立上がりがあることと、米国の新会社「タックル シーティングＵＳＡ」の設備投資や中国の「広州泰李」ほか、広州地区の操業開始に伴う設備投資等により増加するものでございます。
次に、研究開発費でございますが、グローバル事業展開にあわせ、年々増加し、07年3月期は47億円を計画しております。 
これらの設備投資や研究開発費は、いわば先行投資であり、現時点において利益圧迫の大きな要因となっておりますが、将来の利益に大きく貢献できるものと確信しております。
なお、貸借対照表のご説明に際し、現金預金残高は21億円増加していると申し上げましたが、単体決算上は、海外関係会社の設備投資、更には、開業準備資金として、出資処理が実行されており、来期の資金流出により、実質的に資金残高は減少すると見込んでおります。
また、「タックル シーティング ＵＳＡ」の工場をリースから資産買取に変更したり、国内生産拠点の整備等も見込まれ、資金的には、従来と比べタイトになってきております。
こうした資金環境下で、資金調達がスムーズに実行できるよう、４月に発表いたしました、エクイティ コミットメントラインの設定や、借入れによる資金調達環境の整備を行っているところであります。
＃＃＃
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08年3月期　決算説明会 主な拠点と納入先（国内）

拠点
設立年月日
（※資本参加）

所在地 事業内容 出資比率 資本金 主な納入先

㈱Nui Tec　

 
Corporation 1985年

 

7月
東京都

 
青梅市 シート部品の製造販売 100.0% 325百万円 タチエス

㈱タチエスパーツ
1971年10 

月
東京都

 
青梅市

医療用具及び各種座席部品 100.0% 50百万円
医療機関、事務機器メーカー

、タチエス

㈱日新工業所 ※2006年

 

7月
埼玉県

 
入間市

自動車用部品のプレス、板金、組立、

 
機械加工製造販売

100.0% 50百万円 タチエス、日本発条

立川発条㈱ 1961年

 

4月 東京都

 
昭島市

各種バネ及び座席部品の製造販売 77.7% 40百万円
タチエス、富士機工　　　　　　

 
自動車関連以外の得意先

錦陵工業㈱ 1976年

 

2月 福岡県

 
京都郡

シート及びシート部品の製造販売 25.0% 400百万円 JCA、タチエス

富士機工㈱ ※1999年

 

8月
静岡県

 
湖西市

シート部品、ステアリング部品、

シフター部品の製造販売
24.4% 5,985百万円

日産、スズキ他自動車メー

カー各社、タチエス

拠点 設立年月日 所在地 業務内容 主な納入先

本社 1954年

 

4月 東京都昭島市 本社機能

技術センター 1993年

 

3月 東京都青梅市
営業・購買、設計・開発・試作（板金）・

実験等技術全般
技術センター愛知 1999年

 

8月 愛知県安城市 営業・購買、設計・開発・試作・実験

愛知工場 1977年

 

4月 愛知県安城市 シート及びシート部品の製造 トヨタ、三菱、トヨタ紡織

武蔵工場 1980年

 

1月 埼玉県入間市 シート及びシート部品の製造 ホンダ

青梅工場 1969年

 

4月 東京都青梅市
試作（縫製）・生産技術
シート及びシート部品の製造

日野、トヨタ紡織、日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ、関東自工

栃木工場 1982年

 

2月 栃木県下野市 シート及びシート部品の製造 日産、JCA
平塚工場 1982年

 

7月 神奈川県平塚市 シート及びシート部品の製造 日産車体、JCA、いすゞ

鈴鹿工場 1984年10月 三重県鈴鹿市 シートの製造 ホンダ

追浜工場 2000年

 

8月 神奈川県横須賀市 シートの製造 日産

金沢営業所 2002年

 

6月 石川県白山市 バスシートの営業 ジェイバス

注：2007年5月1日付けで㈱NuiTec　Corporationは立川工業㈱と冨士高工業㈱を吸収合併

注



41

08年3月期　決算説明会 主な拠点と納入先（海外）

（　）は間接所有を含む

会社名 略称 設立年月日 所在地 事業内容 出資比率 資本金 主な納入先

TACHI-S ENGINEERING

 
U.S.A.  INC.

ﾀﾁｴｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘ

 
ﾝｸﾞU.S.A.

1986年

7月

米国　

ミシガン州

北米における営業・

開発業務
100.0%

百万US$

43

SETEX　INC. シーテックス
1987年

9月

米国

オハイオ州
シートの製造販売 （51.0%）

百万US$

5
米国ホンダ

SynTec　INC. シンテック
2000年

1月

米国
ノースカロライナ州

バスシートの製造販売 （100.0%）
百万US$

1
トーマスビルトバス

TechnoTrim　INC. テクノトリム
1986年

11月

米国

ミシガン州

シート用縫製部品の

製造販売
（49.0%）

百万US$

0.12
北米主要

シートメーカー
FＵＪＩ　AUTOTECH

　Ｕ.Ｓ.Ａ.  LLC

ﾌｼﾞｵｰﾄﾃｯｸ

U.S.A.

2004年

3月

米国

ケンタッキー州

シート用機構部品の

製造販売
（34.0%）

百万US$

10
北米主要

シートメーカー

TACLE　Seating　U.S.A.　

 
LLC

ﾀｯｸﾙｼｰﾃｨﾝｸﾞ

U.S.A.

2005年

11月

米国　

テネシー州

シート及びシート部品の

製造販売
（51.0%）

百万US$

22
米国日産

INDUSTRIA DE ASIENT 
SUPERIOR S.A. DE C.V. インサ

1991年

4月

メキシコ　
アグアスカリエンテス州

シート及びシート部品の

製造販売
（100.0%）

百万MEX$

431

メキシコ日産、

メキシコホンダ、

 
JCI

TACHI-S CANADA　LTD. ﾀﾁｴｽｶﾅﾀﾞ
2004年

9月

カナダ

ノバスコシア州

カナダにおける管理

統括会社
（100.0%）

百万CAN$

12

SETEX  CANADA GP. ｼｰﾃｯｸｽｶﾅﾀﾞ
2004年

9月

カナダ

オンタリオ州
シートの製造販売 （51.0%）

百万CAN$

30 カナダホンダ

TACHI-S ENGINEERING 
EUROPE　S.A.R.L.

ﾀﾁｴｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘ

 
ﾝｸﾞ

 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ
2004年

10月
フランス

欧州における営業・

開発業務
100.0%

百万ユーロ

7

TACLE　Seating　UK　LTD.
ﾀｯｸﾙｼｰﾃｨﾝｸﾞ

UK

2005年

10月

英国　

タインアンドウェア州

シート及びシート部品の

製造販売
（49.0%）

百万ユーロ

6
英国日産
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08年3月期　決算説明会 主な拠点と納入先（海外）

（　）は間接所有を含む

会社名 略称 設立年月日 所在地 事業内容 出資比率 資本金 主な納入先

鄭州泰新汽車内飾件

有限公司
鄭州泰新 2001年 7月

中国　

河南省
中国市場向けシートの製造販売 40.0%

千元

11,140 鄭州日産

泰極汽車内飾（太倉）

有限公司
泰極太倉 2003年 1月

中国　

江蘇省
シート用縫製部品の製造販売 （100.0%）

百万円

375 タチエス

広州泰李汽車座椅

有限公司
広州泰李 2004年11月

中国　

広東省
中国市場向けシートの製造販売 51.0%

百万US$

8 東風汽車

広州富士機工汽車部件

有限公司
広州富士機工 2005年 1月

中国　

広東省
シート用機構部品の製造販売 34.0%

百万US$

5
広州泰李、

広州JCI

泰極（広州）汽車内飾

有限公司
泰極広州 2005年 9月

中国　

広東省
シート用縫製部品の製造販売 100.0%

百万円

550 広州泰李

福州泰昌汽車座椅研発

 
有限公司

福州泰昌 2008年6月
中国

福建省
中国におけるシート開発業務 70.0％

百万US$

1
広州泰李、

鄭州泰新
武漢泰極江森汽車座椅

 
有限公司

武漢泰江 2008年6月
中国

湖北省
中国市場向けシートの製造販売 70.0％

百万US$

6 東風本田

会社名 略称

Johnson　Controls, INC., JCI

Johnson　Controls Automotive Systems 
Corporation

JCA

Lear  Corporation LEAR

鄭州日産汽車有限公司 鄭州日産
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　　　　　　　　　本資料についてのご注意

本資料に記載されている株式会社タチエスの将来に

 
関する見通しは、過去の事実ではないために不確定

 
なリスク要因を含んでおります。したがって、実際の

 結果は様々な要因によって見通しと異なる可能性が

 
ありうることをご了承下さい。

決算説明
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